
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 26 年度カーボン・オフセット特定地域協議会 
採択結果一覧 
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株式会社プリプレス・センター
（札幌）011-272-6670
（東京）03-3863-1661 担当：北村

北海道グリーン購入ネットワーク
011-222-0234 担当：大内

本件に関するお問い合わせ

さっぽろカーボン・オフセット推進協議会

本協議会は、北海道を代表する都市「札幌」において、様々な関係者（印刷業・イベント業・通信インフラ
業・建設業・小売業・旅行業・自治体 等）が参画できる「個人でも気軽に取組めるカーボン・オフセット」の
推進を目指して設立。本年度の活動は、札幌市をはじめ、札幌消費者協会や札幌商工会議所など関係者
による検討会の他、イベント等での普及啓発活動も計画しています。

北海道内に存在する豊富な森林吸収クレジット
および削減クレジットを人口増加に伴い大幅なCO2
増加が見込まれる都市部において、活用を推進する
団体として設立します。

クレジットの創出に関する支援に加え、事業者のみ
ならず個人レベルでも気軽にカーボン・オフセットに取
組めるよう、クレジット付き商品の開発支援等もおこな
います。

尚、本年度は、北海道内で幅広く活動されてきた
クレジット創出およびカーボン・オフセットの取組みに
ついて、北海道を代表する都市である札幌において、
受容性調査等を計画しています。

道東 


道北 


札幌市 


活動支援 


カーボンクレジット 


●設置の目的
＜地方と都市部をつなぐCO2削減吸収活動＞
（道内地産地消モデルの形成イメージ）



北海道地域カーボン・オフセット推進ネットワーク

※1)問合せ先(事務局):マイクライメイトジャパン株式会社担当:南 03-6228-3616 carbonoffset@myclimate.jp https://www.facebook.com/hokkaido.conet

【役割】クレジットの提供

• 北海道森林バイオマス吸収
量活用推進協議会

• 紋別市 ・石狩市
• 津別町 ・北海道

他、道内のクレジット創出者

【役割】カーボン・オフセットの活用推進

• ezorock ・シーズケーツー
• 小樽観光協会 ・広田まゆみ政務事務所
• コープさっぽろ ・ほんだ菓子司
• サッポロビール ・丸吉日新堂印刷

他、道内の企業・団体

【役割】PR支援

• ウィン
• 北海道新聞社
• 北海道博報堂

【役割】
消費者目線の提供

平成25年度に開催
したバスツアー参
加者 他

長谷川勝也
㈱エコノス 代表取締役社長

マイクライメイトジャパン ※1)

代表

クレジット創出者 個人企業・団体 メディア

事務局

【役割】助言

• 北海道カーボン・アク
ション・フォーラム

• 環境省北海道地方環境
事務所

オブザーバー

北海道地域全域におけるカーボン・オフセットの普及啓発のためにクレジット創出者、企業・団体、メディア、
個人を構成員として活動するネットワークです。(設立：平成23年8月31日)

これまでの活動実績を踏まえ、以下の3つを精力的に推進します。
①「消費者に対する認知の拡大」
②「クレジット創出者とオフセットに関心のある企業等とのマッチングの促進」
③「情報の集約と発信」

主に、「カーボン・オフセット商品の企画・販売と効果分析」、「複数回のマッチングイベントの実施」、
「事例集作成」を行います。
特に、「カーボン・オフセット商品の企画・販売と効果分析」については、流通販売業の構成員と連携しながら
オフセット商品を企画・展開し、その販売結果を検証し、その結果を元に効果的なオフセット商品のモデルを
見出します。これを他の企業等へ横展開することでオフセット商品の取組をより活発なものとしていきます。

■概要

■主な活動内容

■組織体制



北関東カーボン・オフセット推進ネットワーク

※ 問合せ先(事務局):マイクライメイトジャパン株式会社担当:山口 03-6228-3616 carbonoffset@myclimate.jp

「北関東カーボン・オフセット推進ネットワーク」とは、北関東地域（茨城、栃木、群馬）の地方自治体、企業、
NPO 、そして大学などの学術機関が「地球温暖化防止」をキーワードに産官学のネットワークを形成、北関
東地域のカーボン・オフセット取引を活発化させ、環境活動に関わる様々な取組を発展させるものです。

■概要

■組織体制（平成26年9月時点）

■取組方針

地元貢献・環境貢献に関心のある北関東の企業等へ呼びかけを行い、興味・関心を持ってもらうと共にアド
バイス・支援を行う体制を整える事により、地域におけるカーボン・オフセットへの取組を容易にし、クレジッ
ト購入希望者を増やす。

豊富に存在する森林事業者やバイオマス利用事業者にクレジット創出を呼びかける仕組みを作ることによ
り、クレジット創出事業者を作り出す。

マッチングを促進するための取引の場を作り、運用することにより、「カーボン・オフセット希望者」と「クレ
ジット創出者」とを結びつけ、取引を促進させる。

地域主体 特定非営利活動法人　北関東産官学研究会

事務局（相談窓口） マイクライメイトジャパン株式会社

学術組織

足利工業大学
群馬大学理工学部
筑波大学
茨城大学地球変動適応科学研究機関（ICAS）

クレジット保有者 日本製紙木材株式会社

企業・NPO
NPO法人エコロジーオンライン
アースデイin桐生実行委員会
他、地元企業、地元環境貢献NPO

オブザーバー

茨城県
群馬県桐生市
栃木県足利市
茨城県つくば市
群馬県地球温暖化防止活動推進センター

メディア 各　県域地方新聞



千葉地域カーボン・オフセット推進ネットワーク

お問合せ先：カーボンバンク株式会社 TEL：047-420-7005
Mail：info@carbon-bank.co.jp 担当：中村

★ 協議会運営：カーボンバンク株式会社
★ 協力 ： 千葉県商工会議所青年部連合会、船橋商工会議所青年部、千葉銀行他

千葉県の商工会議所青年部や地元金融機関等で構成される協議会です。若手経営者や中小企
業経営者にカーボン・オフセットの普及啓発活動を行い地元経済界からカーボン・オフセットを発
信します。

中小企業
経営者

若手経営者

カーボン・オフセットの
普及推進

地域への
カーボン・オフセット

普及推進

①カーボン・オフセット普及推進 ②カーボン・オフセットマッチング ③優良取組事例紹介

④マッチングイベントの開催 ⑤カーボン・オフセット取組支援 等を行います。

地域の経済界から
カーボン・オフセットを発信

地元金融機
関顧客企業

地域経済界
から発信

地域イベント
等での発信



「ＴＯＫＹＯ」地域カーボン・オフセット推進ネットワーク（ＥＶＩ推進協議会）

（お問合わせ）
三菱ＵＦＪリース株式会社 牧野佐和子 TEL03-6865-3023 e-mail offset-2@lf.mufg.jp

カルビー株式会社カルネコ事業部 鈴木有 TEL03-5220-6234 e-mail y_suzukig@calbee.co.jp

2020

ともに、一歩前へ。
気候変動キャンペーン Ｆｕｎ ｔｏ Ｓｈａｒｅの連携した取り組みを推進します。

（代表者）
カルビー株式会社カルネコ事業部 事業部長 地域活性化伝道師 加藤孝一

プロジェクト５９箇所／３６社のサポート企業

●年間１，０００ｔの流通を目指して

都市部と地方をつなぐ
環境貢献サイクルの推進

都
市
部

地
方

東京・埼玉・千葉・茨城・山梨

１社１商品、オフセットに取り組むことによって
日本の社会は変わる

企業ノベルティニーズの取り組み

J-VERの預託を受けている都道府県

環境貢献サイクルの推進（カーボン・オフセット普及促進）

「企業」と「個人」の環境貢献活動をサポート

「木の出口」の推進

未利用資源の有効利用を促進

製品開発のアイデアをカタチに

教育の視点からも環境について考える

●クレジットを取り扱ったキャンペーンの展開を通して、環境貢献活動に気軽に参加できる場を提供
●地域におけるＣＯ２排出削減への取り組みを、個人レベルで参加できる「環境家計簿」の機能を強化
（実績→目標）
環境貢献型プロモーション事例５件→１０件
わくわくエコチャレンジ実施自治体１件→他自治体への横展開

●すべての商品（機能・サービス含）にカーボン・オフセット
（実績→目標）
吸収・削減プロジェクト都道府県カバー率７５％（登録数：５９プロジェクト）→１００％
企業・団体等の参加事業者数：３６社→５０社

●間伐材グッズ等の木製品の流通促進
●木材加工所ネットワーク作り
（実績→目標）
木材加工場ネットワーク１７ヶ所→４７ヶ所（全国）

●未利用資源（木材・農作物・水産品等）とクレジット流通の融合を図り、６次産業化を推進
（実績→目標）
未利用資源の有効活用２件→３件

●オリジナル製品の開発とプロモーション、森林支援を喚起するデザイン
（実績→目標）
森のめぐみのおとりよせ通販サービスリリース→自社開発商品の販売

●環境関連の積極的な展示協力、環境絵本、環境ブックレットの制作
（実績→目標）
環境教育ツールなし→環境絵本の作成、配布



KANAGAWA地域カーボン・オフセット推進ネットワーク

お問い合わせ先：KANAGAWA地域カーボン・オフセット推進ネットワーク事務局

（カーボンフリーコンサルティング株式会社内） TEL:045-222-3400

神奈川県、横浜市、かながわ環境保全推進会議（県民部会５２団体、企業部会１９団体、行政部会３６
団体参加）、神奈川県内の企業など官民連携で構成された協議会。地域間連携によるカーボン・オフ
セットの普及啓発活動、マッチングイベント開催、オフセット事例の収集、カーボン・オフセット認証
の取得を希望する事業者への助言を行う。

概要

マッチングイベントの様子
(2012年200名弱、2013年100名弱の参加)

マッチング
イベント

2014
年度の
予定

参加者アンケート結果 ブース出展者(クレジット創出者)
のアンケート結果

■”初めて”準備した資料を全て配
布させていただくことができました。

■想定していた以上に多くの方が
ブースに足を運んでいただくことが
できた。

■各ブースを紹介する時間を設けて
いただけたため、セミナー参加者全
員にPRできた。

2013年の
オフセット
支援例 横浜FCの約50ｔ-CO2の

オフセット
(オフセット認証取得)

戸塚区協定先の下川町のJ-
VERで７件のオフセット

（2013年地球温暖化防止活動
環境大臣賞受賞）

港南区「こうなん子どもゆめワールド」、神奈川区「神奈川区民まつ
り」、西区「西区民まつり」のブース出展、子供向けノベルティの配布、
それぞれのイベントのオフセット

2014年3月25日から29日に横浜
市で開催されたIPCC第38回総会
メイン会合会場のオフセット

その他、マッチングイ
ベント開催（12月開
催予定）、オフセット
事例の収集、カーボ
ン・オフセット認証の
取得を希望する事業者
への助言を実施



北陸地区カーボン・オフセット推進ネットワーク【HOｰCONET】（ホコネット）とは

北陸地区カーボン・オフセット推進ネットワークは、低炭素社会の実現の
ために、北陸地区（富山、石川、福井）でのカーボン・オフセットがより広く
理解され、活発に行われることをめざします。ＣＯ２の森林吸収や排出削
減など地域に根ざしたクレジットの創出と、クレジットを活用したカーボン・
オフセット商品の開発、地域イベントの実施などを支援いたします。

お問い合わせ窓口：
北陸カーボン・オフセット推進ネットワーク事務局
越の国自然エネルギー推進協議会
担当：本田、中川
電話：0766-25-3775 Mail: info@koshinokuni.net

<主な実施項目>
・事業者向けマッチングイベントの開催
・市民向けイベントの開催
・地域の環境イベントへの出展やセミナー開催
・ＷＥＢサイトの運営管理・メルマガ発信
・対象エリアでのカーボン・オフセット実施支援

（クレジット創出に関わる支援およびオフセット
商品、サービスの開発支援）
・有識者によるアドバイザリーボードの運営



北陸地域カーボン・オフセット推進ネットワーク

※１） 問合せ先(事務局)：マイクライメイトジャパン株式会社 担当：大久保 075-251-7155、 carbonoffset@myclimate.jp

当ネットワークは、北陸地域のカーボン・オフセット普及啓発のために、クレジット創出者、企業・団体、学識者、温
暖化防止センターを構成員として活動するネットワークであり、（1）クレジット利用促進のための需要喚起、（2）温暖
化対策を促進するクレジット創出事業の支援、（3）カーボン・オフセット活動の拡大に向けた情報発信と連携、の3つ
を推進していきます。

地域の自然環境を活かした自然エネルギー・森林管理や、地域産業での省エネなどのクレジット創出事業を支援
できるよう、オフセット市場を活性化させます。具体的には、クレジットの作り手と使い手のマッチングイベント・勉強
会の開催、優良事例集の作成、オフセットのマッチング支援をすることで、北陸地域のカーボン・オフセットの実施と
普及啓発を図ります。

■概要

■組織体制

【クレジット提供・
普及啓発】

（株）サンコー
（株）アイザック
（株）マルサンアイ
その他、地域内

クレジット創出者

【助言】

北陸大学
有識者

その他、
大学・研究機関

【オフセット実施者・
普及啓発】

（株）カターレ富山

その他、
地域内の実施者

【全体運営管理】
マイクライメイト
ジャパン（株） ※１）

地域主体 事務局

【助言・協力】
富山県
福井県
石川県
富山市カーボン・
オフセット運営協議会

環境省中部地方
環境事務所

石川県/福井県 窓口
【イベント・マッチング支援】
合同会社金沢市民発電所

【広報支援】

NPO法人エコプランふくい
公益財団法人
とやま環境財団
公益社団法人
いしかわ環境パートナー
シップ県民会議

富山県 窓口
【イベント・マッチング支援】
とやま地球温暖化対策地域

協議会

代表 稲波良孝
（とやま地球温暖化対策地域協議会）

クレジット創出者 学術組織・有識者 企業・団体 オブザーバー温暖化防止センター



■問い合わせ：中部カーボン・オフセット推進ネットワーク事務局 （株式会社ウェイストボックス内）

電話：052-265-5902 メール：info@c-conet.org WEB http://c-conet.org/

●株式会社ウェイストボックス 名古屋市中区3-18-1 ﾅﾃﾞｨｱﾊﾟｰｸﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ7階

●特定非営利活動法人ボランタリーネイバーズ 名古屋市東区東桜2-18-3-702

≪こんな活動やってます！≫

中部地域カーボン・オフセット推進ネットワーク（C-CONET）のご紹介
活動範囲：中部７県（愛知、岐阜、三重、富山、石川、福井、長野）
地域産クレジットを活用した地産地消型カーボン・オフセットの普及を目的として活動しています。

■協力

●環境省中部地方環境事務所

●環境省中部環境パートナーシップオフィス(EPO中部)

②地域産クレジットを活用した地産池消型
オフセット商品の開発

③地元環境情報誌や市民向け環境フェア
などでのＰＲ活動
（Mieこどもエコフェア、環境情報誌RISA）など

収益の一部
を地域の
環境保全へ

中部地域の森林整備や
自然エネルギーの活用など

地元産（中部地区内創出）クレジット

①マッチングイベントの開催
（ちゅうぶカーボンオフセットEXPO＠名古屋）

④イベントなどにおける販売活動支援
（カーボン・マーケットEXPO＠東京
環境デーなごや2014）など



【問合先】 一般財団法人大阪府みどり公社 環境チーム 担当：高見、和田
TEL:06-6266-1271   E-Mail：takami@osaka-midori.jp

近畿J-クレジット等
推進協議会

【参加団体】
大阪府、大阪市、
大阪商工会議所、
地球環境関西フォーラム、
近畿地域地球温暖化防止
活動推進センター、
プロバイダー、民間企業等

（オブザーバー）
近畿地方環境事務所
近畿経済産業局
関西広域連合

【事務局】
一般財団法人

大阪府みどり公社

「だれでもできる環境貢献」カーボン・オフセットの普及促進

●創出・オフセット支援
個人・NPOなどでの小口のクレジット活用推進
クレジット創出・活用支援、WEB購入法の活用 等

●商品等開発支援
身近なオフセット商品の開発、提案など商いでの活用促進
オフセット商品の評価 等

●普及啓発
ネット活用、イベント等での
普及啓発等での認知度向上 等

近畿地域カーボン・オフセット推進ネットワーク

事 業 概 要

●マッチングセミナーの開催

クレジット活用方法の研修・講演
マッチング、活用事例紹介 等

●実務経験者・専門家の育成

手引書等を用いた支援による
オフセット等実務経験者の育成 等

＜カーボンオフセット普及促進のイメージ＞

ビジネスや商いのツールと

して市場メカニズムに対応

した制度普及 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の認知度向上 

小規模なカーボン・オフセット 

大規模オフセッ

ト等誘導 

大手企業、自治体等 

参入、協力 

ママイイカカッッププ運運動動  

ののよよううなな展展開開！！！！  

オフセット商品 

販売 

イベント等の 

オフセット 



問い合わせ先 thttp://www.t-c-n.jp/ （〒771-1266  徳島県板野郡藍住町住吉字若宮7-8）
会 長 ：石田和之（徳島大学 大学院 ソシオ・アーツ・アンド・サイエンス研究部 准教授）
事務局 ：小串重治（こぐし） kogushige@gfken.com 携帯電話：090-3162-1439 

TEL：088-625-6066 FAX：088-625-5950 （㈱エコーコンサルタント内）

徳島県域カーボン・オフセット推進ネットワーク
＜Tokushima  Carbon-offset  Network  Promotion  Conference  ：愛称 『TCN』 ＞

平成25年度地球温暖化防止活動
環境大臣賞（対策活動実践・普及部門）
を受賞致しました。



四国圏カーボン・オフセット推進協議会

お問い合わせ先
四国圏カーボン・オフセット推進協議会
事務局：高知県オフセット・クレジット認証センタ－
〒780-0046 高知市伊勢崎町8-24 
一般社団法人高知県山林協会内
TEL088-822-5331 FAX088-875-7191
E-Mail  kochi.j-ver@kochi-sanrin.jp

協議会

一
般

クレジッ
ト活用者

企
業

クレジッ
ト創出者

カーボン・オフセット
の普及促進

クレジットの創出支援

カーボン・オフセット
１１９の設置

取組事例収集

オフセットなんでも
相談室

カーボン・オフセット
出前授業

子供向けイベント
出展

子供チャレンジ
キャンペーン
（ちびチャレ）

クレジットの販売促進

クレジット創出者に対す
る販売促進企画の支援

クレジット創出者と事業
者のマッチング（オフセッ
ト推進コンシェルジュ）

リピーター増大作戦
（四国パスポート）

マッチングイベント、エク
スカーションの開催

地方発全国縦断移動
スーパーの実施一の巻一の巻

三の巻三の巻

二の巻二の巻

1

※COMSSとは・・・温暖化、気候変動に対する四国の挑
戦として、主な活動の子供たち（Children）への教育、

オフセット（Offset）普及、マッチング（Matching）
の推進、移動スーパー（Supermarket）による商品販

売、四国（Shikoku）の連携を意味します。



有明海関係県地域カーボン・オフセット推進ネットワーク

長崎県

佐賀県

福岡県

熊本県

有明海

八代海

協議会の活動
有明海の環境を森林・河川、温暖化対策と結び地域企業・市民へ
訴求する活動を行う。
・カーボン･オフセット見本市を実施、身近で「知る」機会の実現
・キャラバン隊、知名度アップ隊による一般市民向け認知度改善
・売り手と買い手のマッチング促進と積極的関与
・カーボン・オフセット、J-クレジット制度のセミナー実施
・カーボン・オフセット取組事業者の開拓
・長崎国体・大会のカーボン・オフセット周知運動

☏ 092-474-1130
E-mail： kyushu.coa@gmail.com

【御問合せ先】
協議会事務局



沖縄県は「エコリゾートアイランド」を掲げ、環境配慮と両立した観光産業・地域活性を目指している。同ネットワークは、多様な団
体が一体となってこの目標に寄与するためＪ-クレジット制度の普及啓発を行う。また普及のテーマは「観光」と「離島の地域活性」
となり、先駆的な事例の発信を行う。

沖縄・島しょ地域カーボン・オフセット推進ネットワーク

概要

自治体、環境関連企業、観光関連企業、NPO、業界団体などによる協議会を構成
(一般財団法人沖縄美ら島財団・一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー・一般財団法人沖縄県環境科学センター・
沖縄県中小企業団体中央会・那覇市・株式会社カヌチャベイリゾート・カーボンフリーコンサルティング株式会社・
ＮＰＯ法人どうぶつたちの病院沖縄・ＮＰＯ法人沖縄県環境管理技術センターなど)

協議会関係者

① Ｊ-クレジット制度に関する「創出」「方法論」の認知度の向上
沖縄県は東京都や大阪府、愛知県などの都市圏並みに森林率が低くまとまった森林が少ないため、大規模な林業は行われてい
ない。このため、これまでの森林吸収によるクレジット創出は現時点０件である。
沖縄県におけるJ-クレジット制度の「創出」 に関する認知度向上をめざし、普及啓発を行う。
② Ｊ-クレジット制度に関する「クレジットの活用」のさらなる推進
月70万人（参考：沖縄県観光政策課「平成25年8月入域観光客統計概況」）が観光に訪れる日本屈指の観光立県である沖縄
では、お祭り（てだこ祭やエイサー祭）やスポーツイベント（トライアスロンやマラソン）のオフセットを実施しており、クレジットの「活用」は
他自治体と比較し、積極的に活用され、広報されている。
観光やスポーツと連携した事例創出、事例紹介のセミナー（マッチングイベント）を開催する。
③ 離島のクレジット創出、運営、活用の紹介
地球温暖化による影響が危惧されているサンゴ礁に囲まれた離島において、サンゴ礁保全や観光と関連付けたJ‐クレジット制度と
カーボン・ オフセットの普及啓発を図る。活動内容

観光客・スポーツイベント参加者・企業
沖縄・島しょ地域

オフセット資金・PR支援

環境関連の付加価値のある
商品・サービス

一般財団法人沖縄県環境科学センター 環境科学部 担当（迫田、風岡、古家） 電話 ０９８－８７５－５２０８問合せ先


